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静 文 蕃 査 括 黒 の 要 旨
心肥大の機序 とその制御は心腺病に残された大きな殊虜である｡本研究は､
心肥大を起こす幾つかの経路の中でグリコーゲン合成リン酸化酵素3βに
注目し､腰細大動脈バンディングラットモデルでその関与を検討したもの
である｡腹部大動脈バンディングによる圧負荷を加えた時の心臓での本辞
素の動態を検討するとともに､本辞索の働きを阻害するリチウムによる心
肥大への影響を検討した｡そして､本辞素の阻害が心肥大の形成とその進
行に関与することを罷めた｡未だ不明な点の多い心肥大の機序の解明にお
いて重要な知見を得たものとして価値ある業練であると欝める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
